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要 旨  

横浜市の河川におけるプラナリア類の生息状況を把握するため、2010年および2011年に、市内河川6水系37地点を対象に調査を実施し

た。その結果、在来種のナミウズムシ、外来種のアメリカツノウズムシおよびアメリカナミウズムシの3種が確認された。在来種は7地点、

外来種のアメリカツノウズムシは22地点、アメリカナミウズムシは1地点で確認され、在来種が源上流域に、外来種が中下流域を中心に

分布する特徴が見られた。アメリカナミウズムシは鶴見川本川でのみ確認されたが、今後の分布状況の変化について特に注視したい。 

淡水性の外来プラナリア類による生態系への影響については明らかでないが、これらは市内河川に分布を広げており、在来種への影響等

も懸念されるため、モニタリング調査の継続が必要である。 

 

１．はじめに 

プラナリア類は扁形動物門の三岐腸目に分類される生物で、

淡水性の在来種としてナミウズムシ（Dugesia japonica）等が

知られている。本市では1973年から3年に1度の頻度で河川

生物相調査を実施しており、プラナリア類としては1977年1)、

ナミウズムシとしては1980年の調査2)から記録がある。しか

し、近年、外来種とみられるプラナリア類が日本各地の河川

等で確認されており3）、4）、本市でも2008年の河川生物相調査

でナミウズムシとして同定したものに、外来種であるアメリ

カツノウズムシ（Girardia dorotocephala、以下G.d）が混ざっ

ている可能性が指摘された5）。 

 そこで、本調査では、本市主要河川におけるプラナリア類

の在来種ならびに外来種の分布を把握することを目的とし、

外来種の分布拡大の状況を考察した。 

 
２．調査方法 

調査対象は、市内の鶴見川水系・帷子川水系・大岡川水系・

宮川水系・侍従川水系および境川水系の37地点で、詳細は表

1 に示す。各地点の流域区分は、本市におけるこれまでの河

川生物相調査の区分6）に従い、「源上流域」を市内の谷戸に端

を発し比較的流れが早く瀬の多い水域、「中下流域」を源上流

域の下流側で流れが遅く淵が多くなる水域とした。37地点の

流域区分としては、源流域が18地点、中下流域が19地点で

あった。 

調査地点のうち 32 地点は、2008 年の河川生物相調査で調

査を実施した地点から感潮域等を除いた地点で、鶴見川水系

9地点、帷子川水系4地点、大岡川水系5地点、境川水系11

地点、宮川水系1地点および侍従川水系2地点であった。調

査は2010年6月～10月に実施した。 

また、上述の32地点に含まれる源上流域の調査地点が本市

南部に若干偏っていたため、それを補足する目的で中央部か

ら北部に位置する帷子川水系と鶴見川水系の源流域 5 地点で、

2011年4月に追加調査を行った。調査地点は帷子川水系が旭

区の谷戸 2 地点と陣ケ下渓谷公園、鶴見川水系が緑区の谷戸

2地点であった。 

 各地点では、気温、水温および電気伝導率を測定した。プ

ラナリア類の採集は、原則として調査人員2人×15分または

3人×10分で行った。なお、採集個体数は、30（人数×採集

時間（分））当たりとして表示した。 

採集個体はホルマリン固定せずに、当研究所へ持ち帰り、

実体顕微鏡で生体観察を行った。生体で観察を行ったのは、

プラナリア類は固定によって形態が著しい損傷を受けること

があり、このことが2008年の河川生物相調査で、ナミウズム

シと外来プラナリア類を区別できない要因となったためであ

る。また、プラナリア類の正確な同定には、生殖個体の切片

標本の顕微鏡検査が必要だが、本調査では、川勝ほか 3）、7)の

簡易識別法に従い、頭部の図解検索表を用いた仮同定の結果

を採用した。 

 

３．結果と考察 

3-1 確認されたプラナリア類 

 調査の結果、在来種のナミウズムシと、外来種のアメリカ 
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表1 調査地点の詳細 

T1 鶴見川 中下 水車橋

T2 鶴見川 中下 千代橋

T4-1 鶴見川 中下 第三京浜下

T4 鶴見川 中下 亀の甲橋

T6 鶴見川 寺家川 源上 山田谷戸

T7 鶴見川 恩田川 中下 堀の内橋

T9 鶴見川 梅田川 源上 神明橋

T8 鶴見川 恩田川 中下 都橋

T5-2 鶴見川 早淵川 中下 境田橋

K1 帷子川 源上 大貫橋上流

K2 帷子川 源上 上川井農専地区

K3 帷子川 中下 鶴舞橋

K4-3 帷子川 中下 横浜新道下

O1 大岡川 源上 氷取沢

O2 大岡川 源上 陣屋橋上流

O3 大岡川 中下 曲田橋

O4-1 大岡川 中下 日野川合流点下

O5 大岡川 日野川 源上 高橋

S1 境川 中下 目黒橋

S2 境川 中下 高鎌橋

S3-4 境川 中下 遊水地橋

S4 境川 和泉川 中下 地蔵原の水辺

S3-3 境川 宇田川 中下 まさかりが淵

S5 境川 子易川 源上 岡津

S7 境川 舞岡川 源上 宮根橋上流

S8 境川 柏尾川 中下 大橋

S9 境川 柏尾川 中下 S水再生センター下流

S11 境川 稲荷川 源上 杉之木橋上流

S10 境川 柏尾川 中下 鷹匠橋

M3 宮川 源上 清水橋上流

J1-1 侍従川 源上 金の橋上流（左）

J１ 侍従川 源上 金の橋上流

a 帷子川 矢指川 源上 矢指谷戸

b 帷子川 源上 市沢谷戸

c 帷子川 源上 陣ケ下渓谷公園

d 鶴見川 梅田川 源上 鎌立谷戸

e 鶴見川 梅田川 源上 旭谷戸

注） 「源上」は源上流域、「中下」は中下流域を示す

地点記号 河川名 支川名 流域区分 地点名

写真2 ナミウズムシ 

頭部 

写真1 プラナリア類の頭部画像 
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ナミウズムシ（Girardia tigrina、以下G.t）とG.d が確認され

た。写真1はそれらの頭部の画像、写真2はナミウズムシの

全体像である。 

 日本で見られる淡水プラナリア類のうち、外来種としては、

トウナンアジアウズムシ（Dugesia austroasiatica）、G.t および

G.d の3種が知られており、そのうち G.t は1980年代に名古

屋市と横浜市の熱帯魚水槽から、G.d は2003年に碧南市（愛

知県）の水族館の水槽から、それぞれ最初の記録がある 3)。

近年は、野外定着個体群が各地で報告されている8)～13)。 

野外での定着について神奈川県内では、相模川14）、酒匂川
15)等でG.d の報告がある。また、2008年～2009年に実施した

神奈川県の調査では、県内調査対象の25河川のうち23河川

でG.d を確認しており、その中には本市の主要河川（鶴見川、

大岡川、帷子川、宮川）が含まれる16)。一方、G.t については、

県内の報告例は少ない。 

 淡水性の外来プラナリア類による生態系への影響について

は明らかにはされていないが、外来プラナリア類が岩石の表

面を埋め尽くして匍匐しているところの観察から、石表面が

粘液で覆われて、これが間接的に共存できる生物を制限する

可能性を指摘する文献17）もある。 

 また、ナミウズムシは、生物学的水質判定で、貧腐水性生

物の一つとして指標生物に長らく利用されてきた経緯をもち
18）、本市独自の生物指標でも河川水質の「きれい」を示す指

標種に含まれている。それに対し、外来プラナリア類は、河

川中流の汚濁水域にも生息しうることがわかっており19）、在

来種と外来種の区別が難しいため、外来種が在来種と混同さ

れて、生物学的水質判定の結果に大きな誤差が生ずることが

指摘されている19）。本市の生物指標は、身近な水環境にふれ

るツールとして利用されること等を想定しているが、市内河

川に外来プラナリア類も生息することが明らかになった中で、

特に市民の方々に利用していただく際、分類と水質評価に混

乱が懸念される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-2 確認された地点 

調査結果を表 2 に、横浜市内のプラナリア類の確認地点を

図１に示す。 

調査地点37地点のうち、ナミウズムシが7地点、外来種の

G.t が 1 地点、同じく外来種の G.d が 22 地点で確認され、8

地点ではプラナリア類は採集されなかった。全地点に対する

出現の割合としては、在来プラナリア類（ナミウズムシ）が

19％、外来プラナリア類（G.t および G.d）が59％であった。

G.t は鶴見川本川の限られた地点でのみ確認されており、今後

の分布状況の変化について特に注視したい。 

外来種の2種については鶴見川本川の1地点（T4）で同所

性のある分布が見られたが、在来種のナミウズムシは外来種

の 2 種と同じ地点で見られることはなかった。しかし、当研

究所では、今回の調査地点以外の市内河川で、ナミウズムシ

とG.d を同所的に確認したことがあり（渾川ら私信）、このよ

うな地点の生息状況は、水質や水量の変化等に特に影響を受

けている可能性もある。 
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図 1 横浜市内のプラナリア類の確認地点 

表2 調査結果 

気温 水温 在来種

（℃） （℃） （ｍS/ｍ） ナミ G.t G.d

T1 中下 2010年8月11日 10:07 晴 31.2 27.9 33.1 7

T2 中下 2010年9月1日 11:22 晴 32.7 29.0 36.7 33

T4-1 中下 2010年9月1日 12:20 晴 32.2 29.9 42.1 2

T4 中下 2010年9月1日 14:24 晴 33.6 30.7 41.4 2 6

T6 源上 2010年8月11日 11:09 晴 31.3 27.4 16.2

T7 中下 2010年9月1日 10:13 晴 28.5 28.8 40.8

T9 源上 2010年8月11日 12:08 晴 33.7 27.3 33.8 7

T8 中下 2010年8月11日 14:15 晴 32.0 30.5 35.3 40

T5-2 中下 2010年8月11日 15:27 晴 30.9 29.6 40.1 40

K1 源上 2010年7月26日 10:00 晴 29.1 21.8 41.1 40

K2 源上 2010年7月26日 10:40 晴 - 19.4 24.1

K3 中下 2010年7月26日 11:25 晴 - 26.4 28.5 67

K4-3 中下 2010年7月26日 13:10 晴 - 27.9 24.1 3

O1 源上 2010年10月7日 10:30 晴 20.3 16.4 81.6 4

O2 源上 2010年10月7日 11:30 晴 24.0 18.9 64.9 20

O3 中下 2010年10月7日 13:20 晴 24.9 20.5 49.6 20

O4-1 中下 2010年10月7日 15:10 晴 24.4 21.4 50.7 10

O5 源上 2010年10月7日 14:15 晴 25.6 20.1 55.9 20

S1 中下 2010年9月9日 15:36 曇/晴 29.0 25.3 19.1 60

S2 中下 2010年6月28日 9:53 晴 － 23.5 32.4 20

S3-4 中下 2010年6月28日 15:11 曇 － 25.7 32.1 20

S4 中下 2010年6月28日 10:50 晴 － 24.2 30.4 20

S3-3 中下 2010年9月9日 10:10 曇 23.7 22.8 30.5 9

S5 源上 2010年6月29日 10:03 曇 24.5 21.9 316

S7 源上 2010年6月29日 11:07 曇 24.9 21.4 24.1 6

S8 中下 2010年9月9日 14:20 曇 29.0 26.5 37.4 2

S9 中下 2010年9月9日 13:25 晴 28.1 27.5 32.7 20

S11 源上 2010年6月29日 14:40 曇 23.5 17.6 83.1 1

S10 中下 2010年9月9日 11:13 曇/晴 26.8 25.1 39.5 1

M3 源上 2010年8月25日 9:53 晴 27.6 24.1 71.8 17

J1-1 源上 2010年8月25日 11:30 晴 30.6 17.5 66.1

J１ 源上 2010年8月25日 12:00 晴 24.0 17.6 91.7 5

a 源上 2011年4月25日 11:30 晴 20.5 14.7 23.8

b 源上 2011年4月25日 14:14 晴 18.3 16.1 29.2

c 源上 2011年4月25日 15:02 晴 16.1 14.4 30.3 5

d 源上 2011年4月26日 10:05 晴 17.4 13.2 13.7 1

e 源上 2011年4月26日 11:32 晴 20.4 19.5 15.8

7 1 22

注1） 「源上」は源上流域、「中下」は中下流域を示す

注3）　個体数は、1人で30分採集した場合の個体数として表示

個体数
外来種

出現地点数

注2）　「ナミ」はナミウズムシ、「G.t」はアメリカナミウズムシ、「G.d」はアメリカツノウズムシを示す

地点
記号

流域
区分

調査日 時刻 天候
電気

伝導率

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-3 流域区分別の分布 

ナミウズムシは6水系のすべてで見られ、確認された7地

点は源上流域であった。調査した源上流域（全18地点）の中

でみると、出現率は約39％となる。一方、外来種の G.t は、

鶴見川の中下流域の 1 地点でのみ確認された。G.d は、鶴見

川水系・帷子川水系・大岡川水系の源上流域 4 地点と、鶴見

川水系・帷子川水系・大岡川水系・境川水系の中下流域18地

点で確認された。したがって、外来プラナリア類としての出

現率は源上流域の中で約 22％、中下流域（全 19 地点）の中

で約95％であった。以上のことから、外来プラナリア類は中

下流域で広く確認される傾向にあるが、源上流域でも見られ

る（G.d）という結果が得られた。    

なお、当研究所は今回、ナミウズムシが確認されたM3（宮

川の源上流域）とは、別支川となる源上流域で G.d を確認し

たことがあり（渾川ら私信）、同水系の同様な流域区分の地点

でも生息するプラナリア類の種類が異なる事例として認識し

ている。また、宮川水系と侍従川水系の中下流域については、

今回、調査地点を設定してないため、プラナリア類の分布把

握は、今後の課題である。 

 

3-4 採集個体数 

30（人数×採集時間（分））当たりの採集個体数は、ナミウ

ズムシが1～17個体、G.t は2個体、G.d は1～67個体であっ

た。採集個体数には、季節的な変動も影響していると考えら

れるが、ナミウズムシの採集個体数が比較的少ないのは、繁

殖力など、種としての特性等が関連している可能性がある。 

 

４．おわりに 

市内河川では、近年、外来プラナリア類だけでなく、タイ

ワンシジミやカワリヌマエビ属等、外来の底生動物の侵入と

分布拡大が特徴の一つになっている。淡水性の外来プラナリ

ア類に関しては水草等に付着していたものが放出される等、

非意図的な導入が河川での定着・分布拡大につながったこと

が推測されるが、市内における侵入経路は不明である。今後

も意図的、非意図的にかかわらず、移入される外来種は増加

していく可能性が懸念される。こうした状況の中、外来種を

含む生物の生息状況を把握し、外来種による生態系への影響

を評価する上でも、生物情報の蓄積はますます重要となって

いる。本市ではモニタリング調査として、1970年代から河川

生物相調査を継続しているが、今回のような追加的な調査で

生物情報を補完し、蓄積した基礎データを外来種対策等、本

市の生物多様性に関する施策の推進に、より一層役立ててい

く必要がある。 
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